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 要  旨 
近年，音声明瞭度の向上を目指した様々な補聴器が開発され市販されている．
イヤホンを用いたこれら従来型の補聴器では，外耳道の音の反射やハウリングの
影響によって，高音域まで歪の少ない正確な音圧増幅特性を実現するのが困難で
ある．この問題を解決するために，鼓膜や耳小骨を直接加振するタイプの補聴器
が開発されているが，いずれも高音域での出力不足や，植え込みの際に側頭骨を
大きく削る必要があるなどの侵襲を伴うため，広く普及するには至っていない．
そこで本研究では，従来の植え込み型補聴器と比較して，植え込む際に，人体
に対する侵襲が小さい人工聴覚システムの開発を目指す．今回，アブミ骨加振型
補聴器と，鼓膜加振型補聴器の二種類の補聴デバイスを試作し，それらの性能の
評価を行った．アブミ骨加振型補聴器は，アブミ骨に振動コイルを取り付けて直
接加振するものである．本論文では，ヒト蝸牛を模した，人工アブミ骨－蝸牛モ
デルを作成し，試作したアブミ骨加振型補聴器の出力の評価を行った．鼓膜加振
型補聴器は，鼓膜に振動コイルを取り付け，鼓膜を直接加振するものである．鼓
膜加振型補聴器については，ヒトの鼓膜を模した人工鼓膜モデルを用い，最適な
磁石の位置，純音信号による加振力，バースト信号による応答，振幅変調信号に
よる応答，及び音声信号による応答を調べた．その結果，以下の知見を得た．  
 
1．  アブミ骨加振型補聴器により，50～120 dB SPL相当の加振力を得ることが出来
る．  
 
2．  鼓膜加振型補聴器を鼓膜に取り付けることにより，70～120 dB SPL相当の加振
力を得ることが出来る．  
 
3．  従来のスピーカーを用いた補聴器では高音域の音圧増幅が困難であるが，鼓
膜加振型補聴器は，高周波領域でも，低周波領域と同等の出力を得ることが
出来る．  
 
4．  振幅変調した信号を振動デバイスに入力することで，個人による鼓膜の周波
数特性に依らず，一定の振動特性を得られる可能性がある．  
 
5．  鼓膜加振型補聴器を人工鼓膜モデルに取り付けた際の，過渡的信号に対する
応答は，人工鼓膜の共振周波数成分が強く現れるものの，子音の明瞭度に大
きく関わる2000 Hz以上の周波数域では，スピーカーよりも歪の少ない応答が
得られる．  
 
 
